
｢ 一年を振り返って ｣

教頭 岡島 正己

今年一年を表す漢字一文字に「安」が選ばれました。世論を二分した安保法

案の成立や国際テロなどによる不安はもちろん、「安心してください、はいて

ますよ」でブレークした、とにかく明るい安村さんからイメージした「安心」

からも多いそうです。

スペイン・バルセロナであったフィギュアスケートのグランプリファイナル

の男子合計記録で３３０.４３点をマークし、自身のもつ世界歴代最高を塗り

替えた羽生結弦さんは、インタビューで「成」と答えています。昨年１１月に

は公開練習中での接触事故による頭の怪我をしたにも関わらず世界大会２位、

その後の活躍は素晴らしいものです。本人曰く「成長」の「成」からとったと

のことで、来年も成長し続けたいという思いからだそうです。

「瓊浦高校は勢いがありますね」と周囲から最近よく言われます。そういう

意味では、本校の一年を漢字一文字で表すと「勢」だったのではと思います。

創立９０周年記念を迎えた本校は県高総体で卓球部男子・男子バドミントン部

の優勝、その他多くの部活動が上位入賞しました。卓球部は九州大会優勝、イ

ンターハイ３位と大活躍でした。

９０周年記念行事の一貫として松山陸上競技場で行われた体育祭、ブ

リックホールでの式典なども勢いを感じさせるものでした。特に体育祭

は、来賓・保護者・同窓生その他多くの観客の方から「感動」したとお

褒めの言葉をいただきました。総文祭におけるエイサー同好会や和太鼓

サークルの銀賞受賞、美術部・写真部などの活躍、演劇部は長崎県大会

で最優秀賞を受賞し、九州大会に出場。また、陸上競技部男子は県高校

駅伝で２８年ぶりの優勝を飾り長崎県の代表として都大路を駆け抜けま

した。県新人戦では卓球部男子、バドミントン部男子、ハンドボール部

男女の４種競技の優勝。来年も学校全体にこうした勢いが続くよう頑張

りましょう。
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８日（金）始業式・容儀指導

１３日（水）推薦入試（自宅学習）

１５日（金）卒業考査時間割発表③

情報技術検定（機）

１６日（土）センター試験（～１７日）

１９日（火）一次入試（自宅学習）（～２０日）

２２日（金）卒業考査（～２７日）

２４日（日）全商簿記実務検定①②③

２７日（水）第３回実力考査①②

課題研究発表会（機）

２９日（金）機械科標準テスト

日本漢字能力検定

生徒の皆さんは今年１年を振り返って、漢字１文字を考えてみてはいかがで

しょか。私の今年１年を漢字で表すと「迷」です。迷ってばかりいたことや周

りに迷惑をかけていたのではという反省の意味からです。来年の目標は「品」。

質の高い、品格のある人間でありたいということから考えました。そうなるよ

う努力したいと思います。

保護者の皆さま、今年１年本校に対するご支援とご協力をいただき、ありが

とうございました。来年も皆さまにとってよい年になりますようお祈り申し上

げます。

陸上競技部男子、１６年ぶりに全国大会出場！

１２月３日（木）５，６時間目に学年ご

とに講師の先生を招き、人権学習を実施し

ました。１年生では人権についての基礎を、

２年生では命について、３年生では男女共

同参画社会についての理解を深めました。

◎ 表敬訪問

１４日（月）市役所において、主将の扇くん（龍機３Ａ）

より力強い決意が述べられました。田上長崎市長を始め、

馬場教育長より激励の言葉を頂き、選手たちも気を引き締

めていました。

◎ 激走！都大路

２０日（日）全国高等学校駅伝競走大会に、本校、

陸上競技部男子が１６年ぶりに出場しました。

応援の生徒も、２０日朝には、西京極総合運動公

園陸上競技場に到着し、号砲を待ちました。

寒さが心配されましたが、雲ひとつ無い天気の

中、選手たちは全力で京都を走り抜けました。

結果は２時間９分４３秒と、選手たちにとって

は悔しい結果となったようでしたが、特別な達成

感を味わうことができたようです。

応援ありがとうございました。

人 権 学 習



● バレーボール部
○第19回 島原市バレーボール協会長杯高校生大会 第 ３ 位
● 柔道部
○平成27年度 長崎県地区高等学校新人体育大会 柔道競技
66㎏級 丸尾 比優馬（普１Ｃ） 第 ２ 位
90㎏級 松本 翔平 （機２Ｄ） 第 ３ 位
100㎏級 菅 健裕 （機２Ｄ） 第 ３ 位
○平成27年度 長崎県高等学校新人体育大会 柔道競技
66㎏級 丸尾 比優馬 第 ３ 位
● バスケットボール部
○長崎地区高等学校新人体育大会 第 ２ 位
● ボクシング
○第17回 市民レクレーション ボクシング競技
ライト級 大久保 豪人（普２Ｄ） 第 １ 位
ライトフライ級 安達 登威（機２Ｂ） 第 １ 位
● 水泳部

○平成27年度第50回長崎市水上選手権大会

400ｍ個人メドレー 林田 綾音 （情１Ａ） 第 １ 位

100ｍ平泳ぎ 横山 遼 （機１Ｄ） 第 ３ 位

400ｍメドレーリレー 志水 富樹（機１Ｂ）横山 遼

山口 吉生（機１Ｃ）吉野谷 凌（機１Ｄ） 第 １ 位

400ｍメドレーリレー 西 千鶴（情２Ａ） 林 唯衣 （情１Ａ）

林田 綾音 河本 紗羽（普２Ｃ） 第 ２ 位

400ｍリレー 林田 綾音 林 唯衣

田添 智早（情２Ａ）河本 紗羽 第 ３ 位

● エイサー同好会

○平成27年度長崎県高等学校総合文化祭（第13回郷土芸能発表大会） 銀 賞

● 和太鼓サークル

○平成27年度長崎県高等学校総合文化祭（第13回郷土芸能発表大会） 銀 賞

● ハンドボール部

○第9回学校法人岩永学園こころ医療福祉専門学校旗

長崎県高等学校男女ハンドボール選手権大会

男子 優 勝 女子 優 勝

１４日（月）機械科２年生は工場見学を実施しました。諫

早・時津・大島・福岡と４つのコースに分かれ、三菱日立ﾊﾟﾜｰ

ｼｽﾃﾑｽﾞ、ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ九州、三菱電機長崎製作所、協和機電工

業、大島造船所、有田工業株式会社、トヨタ自動車九州、新

日鉄住金などそれぞれ希望した工場を見学しました。

生徒からは｢聞いたことが無いような専門用語には戸惑った

が、実際に現場の人たちが働いている姿を見て、自分が将来

働くというイメージが湧きやすくなった｣など、前向きな意見

が聞かれました。

８日（火）１年生は総合的な学習の時間を使い、進路ガイダン

スを行いました。事前に自分が興味のある分野を選び、その中か

ら２つの職業について説明を受けました。大学や専門学校の先生

方をお招きし、直接話を聞いたり、様々な体験をしたりすること

ができました。生徒からは｢実際に体験したり、将来のことにつ

いて疑問に思っていることなどを聞いたりすることができた。こ

のような機会をもっと増やしてほしい。｣という声が多く聞かれ

ました。

自分の将来について具体的に考える、いいきっかけになったの

ではないでしょうか。

１４日～１５日、講師に

長崎市の凧店「大守屋」の

店主である大久保 学 氏

をお招きし、情報ビジネス

科の３年生が、長崎凧制作

をしました。長崎の伝統文

化である凧の専門的な知識

や制作技術や凧の歴史につ

いて知ることができました。

自分たちの手で１から作り

上げることにより、長崎凧

への理解をより深めること

ができました。

16日夕方、浜の町アーケードに

て本校生徒会役員が歳末助け合い募金の街頭募金活動を行いました。

この歳末助け合い募金は、各学級でも行われ、生徒たちから多く募

金に協力頂きました。みなさん、ご協力ありがとうございました。

歳末たすけあい運動

子どもたちを対象とした英会話教

室「Ｅnglish Ｆun at ＫＥＩＨＯ」

が１１月６日から１２月１８日まで

（６回）本校で開かれました。子ど

もたちは歌やゲームなどを交えて楽

しく学べたようです。「修了証」を

手にした

子どもた

ちの表情

は笑顔で

溢れてい

ました。


